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短　　報

愛媛県今治沖海底で発見されたオオカミ頭骨化石

荻野　慎諧 *・山根　勝枝 **

Abstract：A fossil skull of large-sized wolf housed at the Ehime Prefectural Science Museum. This fossil specimen 
was retrieved from the seabed off the coast of Imabari City, Ehime Prefecture, by a fishing vessel in 1974. The skull 
retains the nasal bone and premaxilla, but the posterior portion, including the zygomatic bone and frontal bone, is 
missing. As the fossil was discovered on the seabed, the exact geological age is unknown, but its condition suggests 
that it dates to the Pleistocene. Based on morphological characteristics, it has been identified as Canis lupus.
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はじめに

瀬戸内海からは，漁船によって引き上げられた化石が
多く報告されている．今回報告するオオカミ頭骨化石標
本も，愛媛県今治市西部，旧菊間町沖の海底（図 1）か
ら，1974 年（昭和 49 年）に引き上げられたもので，今
治市の個人からナウマンゾウ臼歯など 4点とともに愛媛
県立博物館に寄贈されたものである．同館が 2008 年（平

Fossil Cranium of Wolf Collected from the Sea Bed in Imabari City, Ehime Prefecture
OGINO Shinkai and YAMANE Katsue

*   有田川町教育委員会（〒 643-0153 和歌山県有田郡有田川町中井原 136-2）
** 愛媛県総合科学博物館 学芸課 自然研究グループ
*    Aridagawa Town, 136-2 Nakaibara, Aridagawa Town, Wakayama, 643-0153
**  Curatorial Division, Ehime Prefectural Science Museum

成 20 年）に閉館するにあたり，愛媛県総合科学博物館
に移管された．
海底から見つかった哺乳類化石は，世界的に見てもそ
の多くがゾウやシカの角などのもので，陸棲食肉類化
石の報告は稀であり，瀬戸内海からはこれまでに現生
種のトラが報告されている（大塚，1987；河村・河村，
2023）．

図 1．化石が発見された海域である斎
いつきなだ

灘．愛媛県今治市，旧菊間町沖．
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本稿で扱うオオカミ頭骨化石標本は，海底から見つ
かったため，詳しい堆積年代は不明である．今回報告す
るにあたって化石に付着していた堆積物をクリーニング
し，各頭骨部位の計測値の測定や，形態の検討を行った．
日本列島におけるオオカミ化石の研究は，ニホンオオ
カミの起源に迫るうえで注目が集まるところである．近
年，遺伝子解析や年代測定，形態学的な研究の進展によ
り，ニホンオオカミの成立や起源について活発に議論が
行われ，SEGAWA et al. （2022）は，ゲノム DNAや放射
性年代測定によって，ニホンオオカミの祖先は更新世の
古い系統のオオカミと最終氷期の後期に日本列島に入っ
てきた新しい系統の交雑により成立したことを明らかに

した．このようななかで，ニホンオオカミ出現以前の更
新世に，国内各地でハイイロオオカミ（タイリクオオカ
ミ），Canis lupusが報告されている．日本産のハイイロ
オオカミはニホンオオカミに比べてサイズが明らかに大
きく，形態学的特徴も異なる．
後期更新世から完新世にかけて，日本列島におけるハ
イイロオオカミとニホンオオカミの時間的・空間的分布
を追いかけていくうえで，化石標本は戦災による消失（直
良，1965 など）もあって十分ではなく，報告数が増え
ていくことが望まれる．本稿により瀬戸内海海底から見
つかった標本を報告することによって，これらの議論に
さらなる情報が加わることが期待される．

図 2．愛媛県総合科学博物館所蔵のハイイロオオカミ Canis lupusの頭骨（標本番号 EPSM2-248）．
　　　A:咬合面　B:歯列スケッチ　C:背側面　D:前面　E:右側面．スケールは 5㎝．
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標本の記載
目 Order: Carnivora (Bowdich, 1821)
科 Family: Canidae (Fischer, 1817)
属 Genus: Canis (Linnaeus, 1758)

Canis lupus
愛媛県総合科学博物館　標本番号（EPSM2-248）

標本には，砂岩や現生の貝が付着していたため，観察
できるようにクリーニングを行った．本標本は，鼻骨と
前顎骨部分が残され，頬骨・前頭骨から後半は欠損して
おり，堆積時に背腹方向の圧力を受け，変形している．
上顎歯列は，エナメル質が黒く変色し，化石化していて
現生のものではないことがわかる．残存している歯列に
ついて，脱落しているものは左第二切歯・左第一前臼歯
のみであるが，堆積時に破損したとみられ，切歯や左右
の犬歯，右前臼歯列は，歯冠を失っている．残された臼

歯列は咬耗が進み，老齢の個体だったことがわかる（図
2）．
頭骨形態
頭骨の特徴として得られた測定部位を表 1に示す．本
標本はニホンオオカミ（C. l. hodophilax）に比べると明
らかに大型で，ハイイロオオカミ（Canis lupus）に比較
される．
左右犬歯の歯槽間の幅はハイイロオオカミに近似し，
ダイアウルフ（Aenocyon dirus）より明らかに小さく，
ニホンオオカミよりは大きい．左右頬歯の幅は P4 で最
も幅が広く，左右 P4 間の口蓋最大幅は，ハイイロオオ
カミとニホンオオカミの中間の値を示した．前翼孔は
きれいに残ってはいないが，ニホンオオカミの形態的
特徴として前翼孔がはっきり二分されるとされ（今泉，
1970；鈴木・佐々木，2023），重要な部分ではあるものの，
少なくとも本標本の保存状態ではその特徴は観察できな

表 1．頭骨計測値．計測部位はそれぞれ図 3に示す．計測した部位は VON DEN DRIESCH （1976）および PITUL'KO and 　　　
　　　KASPAROV (2017)を参考にした．

図 3．表 1の頭骨計部位．スケールは 5㎝．
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かった．口蓋長はニホンオオカミよりハイイロオオカミ
寄りの値であった．頬歯列（C-M2）の歯槽間の長さは，
100㎜以上の値となり，ハイイロオオカミに近い数値で
あった．
頭骨の高さに関しては，堆積時に潰れていて計測がで
きなかった．また，鼻骨（nasal bone）も潰れて平坦に
変形している．
上顎歯列形態
本標本の歯列の計測値は表 2のとおりである．比較に
は，ハイイロオオカミ，ニホンオオカミ，東京昭島市の
鮮新－更新統産 Canis (Xenocyon) falconeri，北米産ダイ
アウルフ（レプリカ）を用いた．ニホンオオカミの P4

計測値は，鈴木・佐々木（2023）で使用されたデータも
合わせて示す．歯冠の大部分が破損しているか咬耗が
すすんでいるが，歯列の特徴として以下が挙げられる．
（1）犬歯歯冠は破損しているが，歯冠サイズはハイイロ
オオカミに近い値を示し，ニホンオオカミより大きい．
（2）P4 サイズはハイイロオオカミのサイズに準ずるが，
やや小さく，一方で，ニホンオオカミの P4 サイズと比
較すると，本標本のほうが 2 割程度大きい．Protocone
があまり発達せず，舌側の歯帯（lingual cingulum）も目
立たない．（3）中村（2014）によるとニホンオオカミの
M1 頬側の歯帯（buccal cingulum）が顕著に出るとされ
るが，本標本でもある程度の歯帯が確認できる．この歯
帯は，葛生の KFG-101 にもみられる．（4）KFG-101 で
は M2 の protocone，hypoconeが発達し，近遠心幅が大
きい（長谷川ほか，2013）が，本標本でも同様の特徴が
みられる．Canis (Xenocyon) falconeriと比較すると，本
標本は全体的に小型で，また P4 の protoconeはそこまで
小さくはなく，肉食性向の強い Xenocyon的な形態（小泉，
2003）とは異なっている．
以上のような，頭骨形態ならびに上顎歯列のサイズ・
形態から，本標本は，ニホンオオカミと別系統のハイイ

ロオオカミ Canis lupusとして記載する．亜種のレベル
でみると，この標本はニホンオオカミ C. l. hodophilaxで
はないと考えられるが，日本産の更新世ハイイロオオカ
ミ（C. lupus）は，これまでに知られている同種内で最
大級で，本標本はそれに比べると若干サイズが小さい．
チュウゴクオオカミ（C. l. chanco），チョウセンオオカ
ミ（C. l. coreanus），エゾオオカミ（C. l. hattai）など，
東アジア近隣に分布する亜種とのより詳細な比較検討が
必要となるだろうことから，今後の課題としたい．

考　　察

愛媛県今治市沖の瀬戸内海海底より産出したオオカミ
化石は，その産状から堆積年代が特定できないが，化石
化した標本は，現生や現生に近い時代のものではないこ
とが明らかで，さらに，国内他地域の裂罅堆積物中など
から見つかったハイイロオオカミ化石と比較可能だった
ことから，更新世のものと考えるのが妥当である．
ニホンオオカミの起源について近年，ゲノム DNAや
放射性年代の研究で進展し（SEGAWA et al., 2022；甲能
ほか，2023 など），57,000 年前から 5,000 年前にかけて
のオオカミの日本列島移入や分岐についての議論がなさ
れ，ハイイロオオカミとニホンオオカミとの分岐年代
や，ニホンオオカミの系統の複雑さが明らかになってき
た．日本産更新世のハイイロオオカミは，サイズを見る
と，世界的に見ても極めて大型であることが知られてい
る（SAITO, 1957； 直良，1965；長谷川，1998；長谷川
ほか，2020；甲能ほか，2023 など）．
このようななか，古い系統のハイイロオオカミの時間
的・空間的な広がりがどの程度まであったかにも注目が
集まるだろう．更新世のオオカミの化石記録が増えてい
くことで，これについてより正確な議論ができるように
なる．そのためにも，今後，本標本の年代測定を行って

表 2．頬歯列計測値．ニホンオオカミ P4 については，鈴木・佐々木（2023）を，Canis (Xenocyon) falconeriは小泉（2003）を参考にした．
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いく予定である．数万年程度の年代であれば値が出てく
る可能性があるため，年代が特定できることで国内のオ
オカミ研究の進展への寄与が期待できる．また，頭骨
には鼻腔から続く若干の内部構造が残されているため，
CTスキャンによる形態分析も行いたい．
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